
正
規
職
員
募
集

■
臨
床
検
査
技
師

対
象　
昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
臨
床
検
査
技
師
資
格
取

得
見
込
者
（
平
成
26
年
3
月
現
在
）
ま

た
は
臨
床
検
査
技
師
資
格
取
得
者

定
員　
１
人

試
験　
市
民
病
院
2
階
小
会
議
室

 

・ 

１
次
試
験
（
2
月
2
日
㈰
午
前
8
時

30
分
～
）、
教
養
試
験
（
択
一
式
）、
専

門
試
験
、
適
性
検
査
、
作
文

 

・ 

２
次
試
験
（
2
月
下
旬
）
面
接

採
用　
4
月
１
日

■
が
ん
専
門
薬
剤
師

対
象　
昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
薬
剤
師
資
格
取
得
者
で
が

ん
専
門
資
格
保
持
者

人
員　
１
人
程
度

試
験　
2
月
2
日
㈰
市
民
病
院
2
階
小

会
議
室
・
適
性
検
査
、
面
接

採
用　
4
月
１
日
予
定

▼ 

申
込
み　
１
月
23
日
㈭
（
必
着
）
ま
で

に
、
職
種
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明

書
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を
郵
送
ま
た

は
直
接
病
院
総
務
課
（
〒
４
８
５
・

８
５
２
０
住
所
不
要
）

◆
お
知
ら
せ

前ぜ
ん
り
つ
せ
ん
が
ん

立
腺
癌
と
い
わ
れ
た
ら

最
近
、
前
立
腺
癌
は
非
常
に
増
え
て

お
り
、
治
療
を
選
択
す
る
上
で
、
医
者

に
聞
い
て
お
き
た
い
点
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

悪
性
度
と
進
行
度

ま
ず
グ
リ
ソ
ン
ス
コ
ア
で
す
。
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
癌
の
悪
性
度
を
示

し
ま
す
。
こ
れ
が
６
以
下
な
ら
ば
お
と
な

し
い
タ
イ
プ
、
８
以
上
な
ら
悪
性
度
が
高

く
、
7
は
中
間
と
言
え
ま
す
。

次
に
癌
の
進
行
度
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、
骨
シ
ン
チ
な
ど
で
癌
が
前
立
腺
の

外
に
出
て
い
る
か
ど
う
か
、
転
移
が
あ
る

か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。

悪
性
度
と
進
行
度
が
わ
か
れ
ば
、
そ

の
人
の
全
身
状
態
や
、
希
望
に
よ
り
治

療
法
が
決
ま
り
ま
す
。

治
療
法

で
は
、
ま
ず
転
移
が
な
い
場
合
で
す
。

根こ
ん
 
ち
 治

治
療
と
し
て
は
手
術
で
前
立
腺

を
取
る
も
の
、
放
射
線
を
体
の
外
か
ら

あ
て
る
も
の
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
と
い
っ
て
集
中

的
に
線
量
を
上
げ
る
照
射
法
が
あ
り
ま

す
）、
埋
め
込
ん
で
中
か
ら
あ
て
る
も
の

（
小
線
源
治
療
と
か
ブ
ラ
キ
セ
ラ
ピ
ー

と
い
い
ま
す
）
が
あ
り
ま
す
。
グ
リ
ソ
ン

ス
コ
ア
が
６
な
ら
、
ど
の
治
療
で
も
高
い

効
果
が
あ
り
、
ご
く
小
さ
い
癌
な
ら
積

極
的
に
治
療
せ
ず
厳
重
に
経
過
を
見
る

手
も
あ
り
ま
す
。
薬
剤
治
療
（
主
に
ホ
ル

モ
ン
療
法
）
は
癌
を
お
と
な
し
く
さ
せ
る

だ
け
で
す
の
で
、
継
続
が
必
要
で
、
薬
が

効
か
な
く
な
っ
て
癌
が
進
行
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
最
新
の
治
療
に
粒
子
線
治

療
が
あ
り
ま
す
が
、
高
価
で
（
数
百
万
円

の
オ
ー
ダ
ー
）、
長
期
的
効
果
が
不
明
な

こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
腹
腔
鏡
手
術
は
、

昨
年
よ
り
保
険
の
適
応
と
な
り
急
速
に

普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
般
に
腹
腔

鏡
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
手
術
の
方
が
創
は
小
さ

く
、
多
数
の
患
者
さ
ん
を
治
療
し
て
い
る

病
院
な
ら
ば
癌
の
根
治
性
や
術
後
の
尿

の
お
も
ら
し
は
開
腹
手
術
と
か
わ
ら
な
い

と
言
え
ま
す
。
し
か
し
退
院
後
の
生
活
の

レ
ベ
ル
の
回
復
、
社
会
復
帰
が
必
ず
し
も

早
い
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

転
移
が
あ
る
場
合
も
そ
の
殆
ど
が
ホ

ル
モ
ン
療
法
で
改
善
し
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン

療
法
は
癌
を
抑
え
る
治
療
で
す
が
、
そ
の

ほ
か
痛
み
や
、
脆も

ろ

く
な
っ
た
骨
の
治
療
な

ど
状
況
に
応
じ
て
治
療
を
追
加
し
ま
す
。

ホ
ル
モ
ン
治
療
が
き
か
な
く
な
っ
て
も
、

今
で
は
副
作
用
の
比
較
的
少
な
い
効
果

的
な
抗
ガ
ン
剤
が
あ
り
ま
す
。

治
療
を
受
け
る
前
に

そ
の
他
、
治
療
に
関
し
て
聞
い
て
お
く

べ
き
こ
と
は
、
治
療
ま
で
の
待
ち
時
間
、

入
院
期
間
、
経
済
性
、
手
術
な
ら
出
血
量

（
輸
血
の
可
能
性
で
も
構
い
ま
せ
ん
）
や
、

手
術
時
間
、尿
取
り
パ
ッ
ド
の
い
る
期
間
、

勃
起
障
害
の
割
合
な
ど
で
す
。
手
術
の

説
明
書
の
一
般
的
な
内
容
と
、
実
際
の

成
績
が
違
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
（
変

な
言
い
方
で
す
が
手
術
は
ど
の
方
法
で
や

る
か
よ
り
誰
が
や
る
か
で
違
い
ま
す
）
疑

問
な
点
は
よ
く
聞
い
て
納
得
し
た
上
で
治

療
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
76
・
４
１
３
１
）

▲移植センター部長　上平　修 ～
市
民
病
院
よ
り
～
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